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■ 平成 30年度 小牧南児童館 現状報告 ■ 

地域とともに歩む、あたたかい児童館をめざして ～すべては子どもたちの為に～ 
 

１.地域児童の健全育成と子育て支援の拠点として、地域社会と連携協力しながら児童をはじめ、 
地域住民に親しまれる児童館とします。  

２.子どもたちがいつでも自由に利用できる、安全で安心な遊び場としての機能を兼ね備えるとともに、 
子ども達に健全な遊びや情報の提供を行います。 

 

 平成 30年度の目標     ・児童の年齢に応じた幅広い遊びの提供をします 

・様々な体験活動やイベントを企画します 

・事故防止、防災に努めます 
 

（１） 地域との連携 

・幼保、小中学校との関わり（健全育成会議、小学校運営委員会への参加・学校行事の見学等） 

・ふらっとみなみ運営協議会との関わり（七夕、夏祭り、ハロウィン、三世代交流会、ひなまつり等） 

・館だよりやＨＰによる情報発信 （保育園、小学校、中学校、子ども会等） 

・母親クラブと連携してのイベント運営 （夏祭り・講座・ふらみなマルシェ等） 

   
お相撲さんとあそぼう        中学校の職業体験           こどもプランナーの育成 

 

（２） 子育て支援 

・子育て支援室の充実（のびのびルームの開催、季節の行事・各種イベントの実施等） 

・年齢に応じた広場の開催（のびのびルーム、ちびっこ広場、年中組等） 

・支援員・厚生員による相談業務 

・企業、行政による子育て講座の実施（育児相談、各種ちびっこミニ講座） 

   
  0 歳からの観劇           ハロウィンのイベント         手形スタンプ 
 

（３） 多彩な遊びのプログラム 

・季節の行事（七夕、夏まつり、ハロウィン、ひな祭り等、また、それらにちなんだ工作、ゲーム等） 

・同年齢・異年齢での遊びや交流を重視（こどもプランナーによる企画、集団遊び等） 

・様々な年齢の子どもたちに見合った工夫 

    
 父親企画・自転車乗り方講座と安全講話 ウォーターガンバトル     なわとびパラダイス       10000 個のカプラ 

 
  

基本方針 


